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地域づくりゼミナール（2月24日）

好評の源流体験教室（8月）

聴流の四季◎2◎

多くの市民団体が参加した流域連携会議

（12月22日せせらぎ館）

毎年好評を頂いております源流体験教室の受け付け

を開始しております。亨ども達に本物の自然を知ってほし

い、源流の森とJllの関わりを体験してほしい、源流から河

口に繋がる多摩川流域の姿をしっかり実感してほしいと

いう思いで源流体巌教室を開催しております。源流の渓

谷の深さ、水の冷たさを体験した乎どもたちは、目の輝き

芸当が違います0また、マスのつかみ取りと串刺し体験も好評
です。キャンプ場、民宿などの宿泊施設もありますので、

まずはお問い合わせください。今年は、申し込み団体が多
：≡鰯

還貞く、希望の日程が確保できないことがあるかもしれません

＝≡弓　が、ご了承ください。

□源流体験実施場所　小菅村用人・源流体験ゾーン遷鰯

遷東　口源流体験の期間　7月～9月上旬

多摩川源流研究所・

NPO法人多摩源流こすげ

電話　　0428－87－7055

ファクス　0428－87－7057

河川環境管理財団助成事業

州
撃
≪
軌
。
撃
≪
珍
。
砲
撃
≪
蓼
哲

河
川
囁
墳
管
理
財
団
の
助
成
を
受
け
て

N
P
O
法
人
多
摩
源
流
こ
す
げ
と
多
摩
川
源
流
研
究
所
、
源
流
大
学
現
地
事
務

局
は
、
平
成
2
2
年
度
に
お
い
て
、
河
川
環
境
管
理
財
団
の
助
成
を
受
け
て
、
河
川
を

活
か
し
た
環
境
教
育
活
動
や
「
川
づ
く
り
・
森
づ
く
り
」
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
た
。川

づ
く
り
・
森
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
し
た
活
動
で
は
、
河
川
へ
の
流

域
市
民
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
展
開
、
特
に
源
流
体
験
教
室
に
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
参
加
者
が
あ
っ
た
。
木
づ
か
い
文
化
の
継
承
を
め
ざ
す
ロ
ク
ロ
ク
ラ
ブ
は
、
指

導
者
養
成
講
座
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
小
菅
の

特
産
物
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

は
、
小
菅
産
の
自
然
薯
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
源

流
お
好
み
焼
き
」
講
習
会
や
作
業
道
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
開
催
し
た
。
流
域
連
携
を
目
指
し
て
高
橋
裕
先

生
を
講
師
に
招
い
た
多
摩
川
連
続
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や

流
域
連
携
会
議
の
開
催
、
源
流
大
学
に
よ
る
大
田

区
の
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
と
の
交
流
な
ど
様
々
な

分
野
で
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
た
。

大
変
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
や
っ
て

み
る
と
冒
険
み
た
い
で
楽
し
か
っ
た
」
「
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
ガ
ケ

を
渡
っ
た
と
こ
ろ
。
一
瞬
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
落
ち
そ
う
に
な
り
、
怖
か
っ
た
。
で
も

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
体
験
の
感
想
を
寄
せ
、

子
ど
も
達
の
元
気
な
表
情
と
輝
く
笑
顔

が
源
流
の
谷
間
に
溢
れ
て
い
た
。

流
域
懇
談
会
・
N
P
O
法
人
多
摩
源
流
こ

す
げ
）
し
、
多
摩
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
続
講

座
を
開
催
し
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
は
、
多
摩

川
に
関
心
の
あ
る
市
民
が
毎
回
約
6
0
名

参
加
し
た
。

第
1
回
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、
高
橋
先
生
は
、

「
多
摩
川
の
自
然
特
性
」
に
関
し
て
、
昭

和
5
5
年
以
降
の
河
川
行
政
の
経
過
と
住

民
運
動
に
触
れ
、
河
川
環
境
管
理
計
画

や
多
摩
川
流
域
懇
談
会
、
河
川
整
備
計

画
な
ど
の
成
果
を
詳
し
く
解
明
し
た
。

第
2
回
で
は
、
小
河
内
ダ
ム
竣
工
か
ら
狛

江
地
点
破
堤
ま
で
の
歴
史
を
、
第
3
回
で

は
、
玉
川
上
水
、
内
務
省
直
轄
工
事
、
戦

後
史
（
カ
ス
リ
ン
台
風
、
多
摩
川
水
害
訴

訟
、
東
京
高
裁
差
し
戻
し
控
訴
審
住
民

勝
訴
）
な
ど
の
多
摩
川
の
歴
史
を
詳
し
く

解
説
し
た
。

ま
た
、
多
摩
川
流
域
連
携
会
議
が
1
2

月
2
2
日
、
川
崎
市
多
摩
区
せ
せ
ら
ぎ
館
で

開
催
さ
れ
た
。

大
き
な
反
響
広
げ
た

源
流
体
験
教
室

平
成
2
2
年
度
に
は
、
源
流
体
験
教
室

に
流
域
の
水
辺
の
楽
校
等
か
ら
2
4
団
体
、

1
7
0
0
名
が
参
加
し
、
大
き
な
反
響
が

あ
っ
た
。
多
摩
川
流
域
の
水
辺
の
楽
校
か

ら
は
、
狛
江
水
辺
の
楽
校
、
か
わ
さ
き
水

辺
の
楽
校
、
川
崎
と
ど
ろ
き
水
辺
の
楽
校
、

福
生
水
辺
の
楽
枚
、
立
川
水
辺
の
楽
校
、

府
中
水
辺
の
楽
枚
が
源
流
体
験
に
参
加

し
た
。
さ
ら
に
、
宮
内
中
学
校
、
三
鷹
市

社
会
教
育
会
館
、
昭
島
市
環
境
保
全
課
、

サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、
バ
オ
バ
ブ
保
育
園
、

稲
城
市
青
少
年
委
員
会
、
港
区
青
山
青

少
年
委
員
会
、
世
田
谷
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
、
矢
口
小
学
校
親
子
有
志
、
京
浜

河
川
事
務
所
な
ど
数
多
く
の
団
体
が
源

流
体
験
に
参
加
し
た
。

参
加
し
た
大
人
た
ち
は
、
「
東
京
の
水

の
源
を
保
全
し
、
持
続
す
る
現
場
を
知
っ

た
。
優
し
い
緑
の
中
で
光
と
太
陽
の
差
し

込
み
が
絶
妙
だ
っ
た
。
」
「
本
当
に
楽
し

か
っ
た
。
テ
レ
ビ
C
M
に
出
て
く
る
よ
う
な

体
験
で
し
た
。
普
段
、
冒
険
し
な
い
娘
が

思
い
切
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、

誇
ら
し
げ
に
笑
う
姿
に
ち
ょ
っ
と
ジ
ー
ン

と
し
た
。
」
な
ど
と
語
っ
て
い
た
。

ま
た
子
ど
も
達
は
「
最
初
は
そ
ん
な
に

多
摩
川
連
続

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催

多
摩
川
は
昔
か
ら
江
戸
と
東
京
の
発

展
に
深
く
係
わ
っ
て
き
た
。
日
本
の
政
治
、

経
済
、
文
化
の
中
心
都
市
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う

し
た
多
摩
川
の
歴
史
や
文
化
な
ど
の
特

性
に
つ
い
て
我
が
国
の
河
川
工
学
の
第
一

人
者
の
高
橋
裕
先
生
を
講
師
と
し
て
お

呼
び
し
て
、
川
崎
市
多
摩
区
・
せ
せ
ら
ぎ

館
を
会
場
に
7
月
2
日
、
1
0
月
5
日
、
日

月
1
6
日
の
3
回
に
わ
た
り
、
多
摩
川
流
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
（
協
力
　
多
摩
川

雲
奉
慧
表
芸



jllづくり・森づくり活動

流域交流活動（12月5日）

◎3◎猿液の喝季
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木
づ
か
い
指
導
者
養
成
講
座
を
実
施

小
菅
村
は
、
村
の
面
積
の
9
4
％
が
森
林
に

覆
わ
れ
て
い
る
。
木
材
価
格
の
低
迷
で
人
工

林
も
、
広
葉
樹
林
も
管
理
が
行
き
届
か
ず
、

木
材
資
源
の
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ
う
し

た
現
状
を
打
開
し
よ
う
と
小
菅
村
で
は
、
北

都
留
森
林
組
合
や
山
林
所
有
者
と
協
力
し

て
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
間
伐
と
木
づ
か

い
文
化
の
復
活
に
力
を
注
い
で
い
る
。

地
方
の
元
気
再
生
事
業
の
成
果
に
よ
り
、

村
に
ロ
ク
ロ
文
化
が
根
付
い
た
こ
と
か
ら
「
源

流
域
の
木
材
の
利
用
と
村
の
ロ
タ
ロ
文
化
の

発
信
と
体
験
」
を
目
標
に
、
村
民
有
志
が
集

ま
り
、
木
工
ロ
ク
ロ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
「
川
づ
く
り
は
森
づ
く
り
か
ら
」

を
テ
ー
マ
に
「
木
づ
か
い
指
導
者
養
成
講
座
」

が
年
間
1
5
回
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
。
ロ

タ
ロ
ク
ラ
ブ
は
、
下
流
域
の
住
民
や
村
内
観
光

客
に
ロ
ク
ロ
体
験
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
先
ず
本
年
度
は
、
ク
ラ
ブ
員
の
技
術

向
上
と
し
て
お
盆
や
お
椀
な
ど
の
基
礎
技
術

の
習
得
に
取
り
組
ん
だ
。

小
菅
村
・
源
流
研
究
所
は
、
源
流
大
学
や
N
P
O
法
人

多
摩
源
流
こ
す
げ
と
協
働
で
、
9
月
～
1
2
月
ま
で
4
回
に

渡
っ
て
禄
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
間
伐
事
業
（
国
土
緑
化

推
進
機
構
助
成
事
業
）
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
、
流

域
の
市
民
と
源
流
大
学
の
学
生
あ
わ
せ
て
7
0
名
、
一
国
ご
と

に
森
が
明
る
く
な
る
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
1
5
年
に
開
始
さ
れ
、
継
続
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
説
明
会
で
は
、
東
京
農
業
大
学
の
菅
原
泉

准
教
授
が
「
森
づ
く
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
（
河
川
環
境
管
理

財
団
支
援
事
業
）
と
し
て
、
健
全
な
森
づ
く
り
の
基
本
を

講
義
し
、
参
加
者
に
大
変
好
評
だ
っ
た
。

牒
絹
業
大
慧
賢
妻
等
重
曹
二
原
　
泉

源
流
大
学
生
が
「
大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」
訪
問

多
摩
川
源
流
大
学
事
務
局
と
東
京
農
業

大
学
の
学
生
1
3
名
は
、
1
2
月
5
日
、
大
田
区
の

大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
を
訪
問
し
、
多
摩

川
河
口
域
の
海
苔
づ
く
り
の
歴
史
を
学
ぶ
と

共
に
、
海
苔
づ
け
体
験
を
行
っ
た
。
こ
の
事
業

は
、
河
川
環
境
管
理
財
団
の
支
援
を
受
け
て
、

「
多
摩
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
の
、
流
域
連

携
を
具
体
的
な
形
と
す
る
こ
と
」
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加
者
か
ら
好
評
で

あ
っ
た
。

源
流
大
学
事
務
局
は
、
多
摩
川
の
流
域
全

体
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
す
る

に
は
、
流
域
の
市
民
団
体
の
拠
点
施
設
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
し
て
、
先
ず
現
地
に

赴
き
、
体
験
す
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
、
河
口

大
田
区
の
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
訪
問
が
実
現

し
た
。
海
苔
の
ふ
る
さ
と
飴
で
は
、
現
地
の
講

師
か
ら
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
と
共
に
、
海
苔

づ
け
体
験
を
経
験
し
、
今
後
の
流
域
連
携
の

方
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
源
流
大
学

で
は
、
多
摩
川
の
河
口
で
の
体
験
を
初
め
て

実
施
し
た
が
、
多
く
の
学
生
が
今
回
の
体
験

に
つ
い
て

蒲
足
し
て

お
り
、
今

後

も

続

け
て
は
し

い
と
の
声

が
上
が
っ

生
産
者
毒
物
）
1
消
十
着
（
動
物
）
1
分
解
者
（
微
生
物
）

こ
の
小
見
出
し
は
、
「
生
産
者
」
か
ら
「
消
費
者
」
を

経
て
「
分
解
者
」
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
「
分

解
者
」
か
ら
の
恵
み
が
「
生
産
者
」
に
戻
っ
て
い
く
サ
イ

ク
ル
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
森
林
が
好
ま
し
い
こ
と

を
表
し
て
い
る
。
で
は
「
分
解
者
」
か
ら
「
生
産
者
」
に

戻
る
場
所
は
ど
こ
な
の
か
と
言
え
ば
、
「
土
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

ま
た
、
一
方
健
全
な
森
林
を
形
成
す
る
に
は
、
林
業

の
再
構
築
の
方
向
性
が
ど
ち
ら
に
向
い
て
い
る
か
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
「
木
材
の
価
値
」
、
そ
れ
と
「
国
土
保
全

的
な
価
値
」
、
「
保
健
休
養
の
価
値
」
の
3
つ
が
今
後
の

大
き
な
テ
ー
マ
の
柱
で
あ
る
。

手
入
れ
を
怠
る
こ
と
は
、
環
境
へ
負
荷
を
与
え
る
こ
と

今
日
注
目
さ
れ
て
い
る
森
林
の
多
面
的
機
能
を
簡

潔
に
言
い
表
す
と
、
森
林
が
あ
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な

作
用
が
守
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
と
、
「
森
林
の
有

す
る
棟
龍
の
定
量
的
評
価
」
で
あ
り
、
毎
年
、
森
林
が

果
た
し
て
い
る
機
能
を
お
金
に
換
算
す
る
と
約
7
0
兆

円
規
模
に
な
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
国
家
予
算
に
匹
敵

す
る
も
の
で
、
と
り
わ
け
、
国
土
保
全
機
能
に
開
通
す

る
土
壌
の
保
全
機
能
が
重
要
と
な
る
。

現
在
、
森
林
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
主

に
1
0
0
0
万
筋
の
人
工
林
に
お
け
る
手
入
れ
不
足

（
主
に
間
伐
）
に
端
を
発
し
て
い
る
。
と
く
に
土
壌
に
対

し
て
悪
い
影
響
を
お
よ
ぽ
す
の
は
、
ヒ
ノ
キ
林
で
あ
る
。

ヒ
ノ
キ
の
林
の
手
入
れ
を
適
正
に
し
な
い
と
、
ス
ギ
林
よ

り
も
荒
れ
方
の
ス
ピ
ー
ド
が
非
常
に
速
い
と
い
わ
れ
て

いる。
ヒ
ノ
キ
の
葉
は
枯
れ
て
地
面
に
落
ち
る
と
、
鱗
片

状
に
パ
ラ
パ
ラ
と
分
か
れ
る
が
、
ス
ギ
の
場
合
は
、
地
面

に
落
ち
る
と
と
げ
状
の
針
兼
が
あ
る
の
で
枝
か
ら
離

れ
に
く
い
。
と
い
う
こ
と
は
斜
面
に
お
い
て
も
足
著
し

や
す
く
、
移
動
し
に
く
い
。
と
り
も
な
お
き
ず
、
表
面

土
壌
を
固
定
す
る
能
力
が
商
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
ヒ
ノ
キ
の
鱗
片
状
に
な
っ
た
乗
は
雨
が
降
る
た
び
に

流
さ
れ
て
、
表
面
浸
食
さ
れ
る
割
合
が
高
く
な
る
。

材
価
の
価
値
と
し
て
は
ス
ギ
よ
り
も
ヒ
ノ
キ
は
商
い

が
、
手
入
れ
を
怠
る
と
環
境
へ
与
え
る
負
荷
は
大
変

大
き
く
な
る
。

次
は
「
土
壌
を
つ
く
る
条
件
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
「
森
林
の
水
源
滴
養
機
能
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
森
林
機
能
の
定
量
的
評
価

に
も
有
っ
た
が
、
肝
要
な
こ
と
は
雨
が
降
っ
て
土
壌
中

に
浸
透
す
る
こ
と
で
あ
る
。
雨
が
降
っ
て
す
ぐ
に
地
表

を
流
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
貯
水
の
効
果
が
減
じ
、
す

ぐ
に
水
か
さ
が
増
え
て
し
ま
う
が
、
徐
々
に
流
れ
出
し

て
い
く
と
、
あ
る
程
度
多
量
の
両
が
降
っ
た
と
し
て
も

大
丈
夫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
壌
の
構
造
は
団
粒
構

造
を
し
て
い
る
。
良
い
土
と
い
う
の
は
、
カ
ス
テ
ラ
の
よ

う
な
穴
だ
ら
け
の
土
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
微
生
物
が

棲
み
、
「
生
産
者
」
に
栄
養
分
を
供
給
す
る
た
め
の
微

生
物
活
動
を
活
発
に
す
る
に
は
、
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た

空
問
よ
り
も
、
こ
の
団
粒
状
構
造
が
い
く
つ
か
集
ま
っ

た
土
の
ほ
う
が
酸
素
も
あ
る
し
、
水
も
ち
も
い
い
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
微
生
物
活
動
を
補
佐
す
る
非
常
に
大

切
な
土
の
構
造
で
あ
る
た
め
、
そ
の
構
造
を
し
た
土
に

な
る
よ
う
な
山
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
当
の
山
づ
く
り
を
伝
承
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

「
こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き
人
工
林
施
業
」
と
し
て
人

工
林
、
天
然
林
、
複
層
林
、
針
広
混
交
林
な
ど
が
薦
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
山
を
つ
く
る
の
は
簡
単

で
は
な
い
。
例
え
ば
複
層
林
施
業
を
行
う
に
は
、
林
床

に
達
す
る
光
量
を
調
節
し
な
い
と
、
下
木
が
鉛
筆
の

よ
う
な
細
い
も
の
し
か
菅
た
な
く
な
る
の
で
、
1
回
に

大
面
稲
を
骨
伐
す
る
よ
り
も
、
複
層
林
施
業
、
あ
る
い

は
針
広
混
交
林
施
菜
は
、
よ
り
集
約
的
な
施
業
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
場
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た

め
の
道
が
必
要
と
な
る
。
し
か
も
、
山
を
荒
ら
さ
な
い

道
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
大

橋
式
作
業
道
の
導
入
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が

ある。ま
た
、
針
広
混
交
林
施
業
地
は
点
状
に
樹
木
を
配

置
す
る
の
で
は
な
く
モ
ザ
イ
ク
状
と
し
、
作
業
道
を
入

れ
る
と
き
は
、
広
葉
樹
の
な
か
を
適
し
て
、
そ
の
下
に
針

葉
樹
が
あ
る
と
非
常
に
集
約
的
な
施
業
が
で
き
る
。

そ
の
モ
ザ
イ
ク
状
の
樹
種
も
郷
土
産
の
種
子
か
ら
養

苗
し
た
も
の
を
植
栽
し
、
目
的
に
応
じ
て
椎
茸
材
生
産

用
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も
大
径
木
仕
立
て
に
し
て
1
枚

板
が
採
れ
る
よ
う
に
す
る
の
か
を
検
討
し
、
1
0
0
年

か
ら
1
5
0
年
の
単
位
で
考
え
る
よ
う
な
広
葉
樹
林

施
業
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
と
期
待
さ
れ
る
こ
と

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
評
価
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
森
と

人
を
つ
な
げ
る
こ
と
と
、
人
と
人
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

こ
れ
が
で
き
る
の
が
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。

森
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で
参
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
山
村
に
住
ん
で
い
る
方
々
と
下
流
域
で

生
活
を
し
て
い
る
人
々
の
交
流
に
よ
っ
て
、
新
た
な
刺

激
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
連
帯
意
識
が

生
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
活
動
に
は
種
々
あ
る

が
、
小
菅
村
で
は
地
元
の
山
林
で
仕
事
を
し
て
い
る

方
々
を
技
術
講
師
と
し
て
招
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

者
に
安
全
教
育
を
施
し
な
が
ら
、
間
伐
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
作
業
量
は
、
専
門
職
と

比
較
に
な
ら
な
い
が
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
森
林
の

大
切
さ
を
啓
発
普
及
す
る
こ
と
は
意
義
淡
い
こ
と
で

あ
る
。



流域の市民とともに森林体験（源流大学白沢10月9日）

村民講師とともに農業体験

オーライ1ニッポン大賞受賞

（代々木オリンピックセンター　3月9日）

源流の四季◎4◎

農山村と田舎暮らしや過疎地域の活性化に興味があり、前職を辞

めこの源流大学の現地事務局として、5年が過ぎた。最初の1・2年ほ

どは、源流大学という大きな組織の現地事務として、右も左も分らない

まま住民の方の得意分野を聞きに図ったり、村の行事やイベントに駆

け囲った。今でも、多くの住民の方に支えられてこの源涜大学が動いて

いることを感じずにはいられない。

こんなにも協力的な空気が醸成されているのも、長年小菅村が「上

下流連携Jというキーワードを掲げて村づくりを行っており、その中で多

くの住民が関わり、交流に対する受入れの地盤が整っていたことが大

きいと感じる。

小藩村の方々は、日常生活の農林業における手わざや知識、食生

活に関して特に意識せず、当たり前と思っている事が多い。しかし、私

のように移住してきた身からすると、それらの技や知識はまさに目からう

ろこが落ちるほど、面白く興味深いものばかりだった。この知恵こそまさ

に「生きる力」であり今の自分が持ちえない知恵なんだと感心させられ

る。この知恵に遭遇した瞬間、まさに私は身震いを感じる。にんな興味

深い、面白いこと、学生も体験しなきやもったいない！ぜひ紹介したいり

と、それまで止まっていたプログラムづくりの思考画路が全開になり、湯

水のごとくアイデアがあふれてくる。人それぞれ感じ方が遣うと思うが、

私が小菅村で感じたこの様な体験を、少しでも多くの方に体験して頂

きながら、これからの大学生活や勉強に役に立てて欲しいと願ってい

る。

今
年
度
で
5
年
目
を
迎
え
た
源
流
大
学
。
今
後
全
国
に
源
流
大
学
を
展
開
し
て
い
く

た
め
に
も
、
そ
の
手
法
や
運
営
体
制
等
に
つ
い
て
全
4
回
の
連
載
形
式
で
皆
さ
ん
に
ご

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
1
回
目
は
、
「
源
流
大
学
の
実
習
日
記
」
と
し
て
、

1
泊
2
日
の
実
習
の
流
れ
を
体
験
記
風
に
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

長
の
養
老
孟
司
氏
か
ら
賞
状
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。

審
査
員
の
講
評
と
し
て
「
都
市
部
の

大
学
と
山
間
部
の
自
治
体
が
連
携
し
、

今
年
度
の
実
習

は
、
例
年
通
り
の

源
流
基
礎
コ
ー
ス

（
1
年
目
）
及
び
源

流
応
用
コ
ー
ス

作
の
要
因
に
な
っ
た
猛
暑
が
、
小
菅
長
作

田
ん
ぼ
に
は
い
い
影
響
が
出
た
よ
う
で
、

み
ご
と
な
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
学

生
の
作
っ
た
お
米
は
、
村
内
の
学
校
給
食

に
も
提
供
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

（
2
・
3
年
日
）
及
び
、
特
別
講
座
と
し
て

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
」
を
設
置
し
、
合

計
2
0
回
の
実

習
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、

東
京
農
大
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の

企
画
と
し
て
、

一
般
の
方
向
け

の
4
講
座
を

開
設
し
子
ど

も
も
含
め
7
2
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

特
に
今
年
の
実
習
の
特
徴
と
し
て
は
、

源
流
研
究
所
が
長
年
に
わ
た
り
築
き
上

げ
て
き
た
多
摩
川
流
域
で
の
市
民
団
体

と
の
連
携
を
い
か
し
た
「
流
域
課
外
活

動
」
を
設
け
、
小
菅
村
で
の
実
習
に
加
え

下
流
域
で
の
市
民
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
や
多

摩
川
関
係
の
施
設
で
実
施
し
て
い
る
活

動
も
実
習
と
認
定
し
、
「
源
流
か
ら
河
口

ま
で
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
し
て
、
幅

広
い
知
識
と
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
ま
し
た
。

有
志
学
生
で
結
成
さ
れ
た
「
源
流
放

課
後
の
会
」
に
よ
る
田
ん
ぼ
の
再
生
は
、

3
年
目
を
迎
え
病
害
虫
に
対
す
る
防
除

策
の
試
行
錯
誤
の
成
果
と
、
全
国
で
は
不

都
市
農
村
交
流
を
進
め
て
い
る
好
例
で
、

学
生
の
た
め
の
授
業
で
は
あ
る
が
、
地

域
住
民
を
講
師
に
招
い
た
り
、
共
に
作

業
し
て
新
た
な
展
開
を
作
る
な
ど
、
地

域
活
性
化
に
も
貢
献
。
今
後
の
農
山
漁

村
の
担
い
手
の
育
成
の
場
と
し
て
も
大
い

に
期
待
で
き
る
点
も
評
価
さ
れ
た
。
」

と
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
村
民
の
皆
様
と
共
に
こ

の
5
年
間
、
源
流
大
学
を
育
て
上
げ
て

き
た
成
果
で
あ
り
、
関
係
者
各
位
の
皆

様
の
協
力
と
ご
尽
力
が
な
け
れ
ば
受
賞

で
き
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
り
一
層
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
源
流
大
学
の
活

動
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
村
民
の
皆
様
全
員

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
月
9
日
（
水
）

東
京
代
々
木
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

に
て
、
都
市
と
農

山
漁
村
の
共
生
・

対
流
推
進
会
議
主
催
、
農
林
水
産
省

共
催
の
「
第
8
回
オ
ー
ラ
イ
ー
・
ニ
ッ
ポ
ン

大
賞
」
で
多
摩
川
源
流
大
学
が
オ
ー
ラ

イ
ー
土
ッ
ボ
ン
大
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
大
賞
は
、
都
市
と
農
山
村
の

交
流
に
取
り
組
む
団
体
や
個
人
に
対
し

て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。
授
賞
式
当

日
は
、
源
流
大
学
を
代
表
し
て
事
務
局

の
4
名
と
学
生
が
参
加
し
、
審
査
委
員



多摩川源流大学

5年間の歩み濾太の稟習0詑空馬絹管の嚢錦～
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「植物と人々の博物館」の様子

源流の四季◎6◎

人
材
㌧

予

レ

歴
号
『
慈
物
と
人
々
の
博
物
館
』
案
内

ノ

冬

平
成
2
1
年
5
月
に
「
特
別
展
　
小
菅
村

の
暮
ら
し
を
支
え
た
養
蚕
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
調
査
の
た
め
に
小
菅
村
内
を
訪
ね
て

歩
く
と
、
養
蚕
の
歴
史
は
至
る
と
こ
ろ
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
家
を
訪
ね
る
と
、
2

隋
へ
上
が
る
た
め
の
手
段
は
梯
子
の
ま
ま
。

2
階
は
当
時
、
養
蚕
を
行
っ
た
ま
ま
の
ぶ
ち

抜
き
の
部
屋
に
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
道
具

が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
齢
化

が
進
む
小
菅
村
。
2
階
へ
の
上
り
下
り
が
梯

子
で
あ
れ
ば
、
お
年
寄
り
は
利
用
す
る
方
法

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
ま
ま

の
姿
が
残
っ
て
い
た
の
で
す
。
元
気
で
マ
メ

な
家
ほ
ど
、
当
時
の
民
具
は
薪
に
し
て
し

ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

昭
和
5
0
年
頃
、
小
菅
村
教
育
委
員
会
は

村
民
に
呼
び
掛
け
、
民
具
を
小
菅
村
中
央

公
民
館
に
保
存
し
ま
し
た
。
人
口
の
少
な
い

小
菅
村
に
は
専
門
の
職
員
が
い
る
訳
で
も

な
く
、
民
具
は
そ
の
ま
ま
倉
庫
で
3
0
年
間
眠

り
続
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
1
6
年
。
東
京
都
小
金
井
市
に
あ
る
東

京
学
芸
大
学
。
そ
こ
か
ら
発
生
し
た
N
P
O

法
人
自
然
文
化
誌
研
究
会
、
雑
穀
を
研
究
す

る
ミ
レ
ッ
ト
ヨ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
2
団
体
が

小
菅
村
に
き
ま
し
た
。

小
菅
村
で
伝
統
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
る

雑
穀
。
ア
ワ
、
キ
ビ
、
ア
カ
モ
ロ
コ
シ
（
夕
カ
キ

ビ
）
、
シ
コ
ク
ビ
工
な
ど
を
研
究
と
共
に
村
の

財
産
と
し
て
売
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
進

め
、
実
際
に
、
毎
年
5
月
に
雑
穀
栽
培
講
習

会
を
開
催
し
、
村
内
・
村
外
に
広
め
て
い
き
ま

し
た
。
現
在
、
小
菅
の
湯
で
は
雑
穀
ビ
ー
ル

を
販
売
し
、
そ
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

平
成
1
8
年
。
東
京
学
芸
大
学
と
小
菅
村

は
社
会
連
携
協
定
を
調
印
し
ま
し
た
。
東
京

学
芸
大
学
は
教
育
学
部
の
教
員
養
成
大
学

で
あ
り
ま
す
。

東
京
学
芸
大
学
学
生
が
小
菅
村
で
実
習

を
行
い
、
村
の
伝
統
的
な
智
恵
を
学
び
ま
す
。

そ
の
中
で
‥
小
菅
村
中
央
公
民
館
に
眠
る
民

具
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

作
業
着
に
マ
ス
ク
を
し
て
、
3
0
年
間
の
境

を
落
と
す
と
こ
ろ
か
ら
実
習
は
始
ま
り
、
民

具
は
掃
除
さ
れ
、
番
号
を
振
ら
れ
、
表
に
出

て
き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
が
実
習
の
本
番
、
小
菅
村
文
化

財
審
議
委
員
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
民
具
の

聞
き
取
り
調
査
を
始
め
ま
し
た
。
村
民
の

方
々
は
苦
を
懐
か
し
み
目
を
細
め
な
が
ら

た
く
さ
ん
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

聞
き
取
っ
た
成
果
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し

て
、
小
菅
村
中
央
公
民
館
に
て
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
小
菅
村

の
了
解
・
協
力
を
得
て
、
小
菅
村
中
央
公
民

館
を
「
植
物
と
人
々
の
博
物
館
」
と
し
て
整

理
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
博

物
館
は
、
民
具
の
展
示
の
み
な
ら
ず
、
実
際

に
小
菅
村
で
継
承
さ
れ
て
い
る
文
化
や
技

術
、
生
き
方
そ
の
も
の
が
博
物
館
の
内
容
で

あ
る
～
小
菅
村
全
体
が
博
物
館
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
に
沿
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
「
特

別
展
　
小
菅
村
の
暮
ら
し
を
支
え
た
養
蚕

展
」
に
お
い
て
も
、
当
時
の
民
具
を
使
い
な

が
ら
の
糸
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

村
全
体
を
博
物
館
と
し
、
そ
の
情
報
発
信

基
地
と
し
て
「
植
物
と
人
々
の
博
物
館
」
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
と
呼
び
、
日
本
国
内
で
も
活
発
に
活
動
し

て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
情
報
発
信
基
地

は
ヨ
ア
主
ユ
ー
ジ
ア
ム
」
で
あ
り
、
村
内
の
至

る
と
こ
ろ
に
「
サ
テ
ラ
イ
ト
」
が
あ
り
ま
す
。

平
成
2
1
年
9
月
「
日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
研
究
会
第
1
5
回
全
国
大
会
」
を
小
菅
村
で

開
催
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の
参
加
者
に
小

菅
村
の
伝
承
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
、
「
植
物
と
人
々
の
博
物
館
」

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
動
き
を
支
え
て
い
る
の
が
「
ミ
ュ
ー

ゼ
ス
研
究
会
」
と
い
う
村
民
有
志
の
団
体
で

す
。
村
内
各
団
体
と
連
携
し
て
い
ま
す
の
で

次
回
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

回
胤
且
植
物
と
人
々
の
博
物
館

T
E
L
0
4
2
8
（
8
7
）
0
1
6
5

（
担
当
　
黒
澤
）

（
1
）
苗
木
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

N
P
O
法
人
多
摩
源
流
こ
す
げ
は
、

3
月
2
3
日
、
小
菅
村
役
場
で
「
広
葉
樹
・

苗
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
説
明
会
」
（
司
会
進

行
・
望
月
事
務
局
長
）
を
開
催
し
た
。
当

日
は
、
午
後
か
ら
雪
が
降
り
続
け
、
足
下

が
大
変
悪
い
中
、
村
民
2
6
名
、
ス
タ
ッ
フ
6

名
の
合
計
3
2
名
が
参
加
。
大
勢
の
参
加

者
で
村
民
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
活
気

の
あ
る
説
明
会
に
な
っ
た
。

（
2
）
事
業
の
趣
旨
と
、
実
施
体
制
に
つ
い
て

続
い
て
、
源
流
研
究
所
の
中
村
所
長
が
、

事
業
の
趣
旨
と
、
実
施
体
制
に
つ
い
て
説
明
。

苗
木
づ
く
り
の
方
法
に
関
し
て

1
）
種
ど
り
に
つ
い
て

□
桜
　
・
5
月
～
6
月
に
実
施
す
る
。

□
そ
の
他
・
9
月
～
1
0
月
に
実
施
す
る
。

2
）
山
ど
り
苗
木
に
つ
い
て

□
5
月
～
6
月
に
幼
樹
採
取
を
実
施

す
る
。
幼
樹
を
採
取
し
た
地
点
を

デ
ー
タ
化
し
、
母
樹
と
し
て
位
置
づ
け
、

安
定
的
な
山
取
り
苗
木
の
確
保
を
め

ざす。

ロ
昨
年
度
実
績
で
小
菅
村
の
広
葉
樹

の
森
か
ら
活
用
さ
れ
た
苗
木
は

・
ナ
ラ
、
シ
オ
ジ
、
カ
エ
デ
、
ウ
ツ
ギ
、
ク

マ
シ
デ
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
な
ど
で
あ
る
。

（
3
）
カ
エ
デ
類
や
ハ
リ
ギ
リ
・
ト
チ
が
い
い

東
京
農
業
大
学
の
菅
原
准
教
授
は
、

態
「
ど
ん
な
苗
木
が
い
い
か
。
カ
エ
デ
類
が
一

番
い
い
と
思
う
。
源
流
の
森
に
は
、
ハ
リ
ギ

リ
（
セ
ン
ノ
キ
）
や
ト
チ
の
木
も
あ
り
、
こ

れ
ら
も
い
い
と
思
う
。
」

⑥
「
ま
た
、
沢
の
崩
れ
を
防
ぐ
フ
サ
ザ
ク
ラ

も
あ
る
。
沢
に
育
ち
、
沢
を
保
護
し
て
く
れ

る
。
フ
サ
ザ
ク
ラ
の
上
部
に
シ
オ
ジ
が
育
ち
、

そ
の
上
部
に
モ
ミ
ジ
や
ハ
リ
ギ
リ
が
あ
る
。
こ

う
し
た
植
生
も
あ
り
だ
と
思
う
。
」

㊥
「
今
、
檜
原
の
サ
ン
ト
リ
ー
の
森
で
い
ろ
い

ろ
試
験
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
、
皆
伐
地

で
あ
る
が
、
ス
ギ
や
広
葉
樹
の
針
広
混
交

林
を
つ
く
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
樹

木
の
特
性
を
生
か
し
た
森
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
。
」
と
分
か
り
や
す
く
解
説
さ

れ
、
参
加
者
に
大
き
な
確
信
を
与
え
た
。

（
4
）
全
員
発
言
の
意
見
交
換
会

続
い
て
、
意
見
交
換
会
に
入
り
、
参
加
者

全
員
が
自
分
の
思
い
を
述
べ
な
が
ら
自
己

紹
介
し
た
。
「
苗
木
を
育
て
小
遣
い
稼
ぎ

を
や
り
た
い
」
「
ム
ラ
づ
く
り
と
か
か
わ
り

た
い
。
」
「
高
齢
者
と
一
緒
に
や
り
た
い
」
「
何

度
も
説
明
会
を
」
「
苗
木
に
興
味
が
あ
る
」

「
夢
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
な

ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

望
月
徹
男
事
務
局
長
は
、
今
後
の
活
動

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
「
一
年
か
け
て
、
み
ん
な

で
苗
木
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
。
そ
し

て
、
1
）
こ
ん
な
事
業
を
す
る
こ
と
を
口
コ
ミ

で
広
げ
よ
う
（

2
）
菅
原
先
生

を
講
師
に
勉
強

会
を
重
ね
る
〔

3
）
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ん
で
、
数
年
後

か
ら
各
個
人
の

畑
で
苗
を
育
て
、

苗
を
出
荷
す

る
」
よ
う
に
し
た

い
と
発
言
し
た
。
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∴二十慈裳　十

●民有林（スギ・ヒノキ）の荒廃にストップをかけよう●

多摩川源流に広がる民有林の多くは、戦後の拡大造林政策でスギやヒノ辛が植林されましたが、木

材の大量輸入による木材価格の低迷により、間伐などの手入れが行き届かず、森林の荒廃が進ん

でいます。私たちは、これにストップをかけようと「森林再生プロジェクト」を始めました。流域の市

民のみなさん、源流大学の若者と一緒に緑のボランティアに参加しませんか。

Il■■●■■■b■　■　1－▲ハ■■l■▲十　一

農林相葉確の響磯磯舟

■主　　　催　　NPO法人多摩源流こすげ・小菅村役場・多摩川源流研究所

■協　　　力　　北都留森林組合小菅支部・多摩川源流大学

■場　　　所

■年間活動日

■日　　　程

■参　加　費

暮参加申込先

小菅村内の民有林他

（定員はいずれも25名・募集対象は16歳以上の健康な方）

第1回　9月17日（土）　18日（日）

第2回10月　8日（土）　　9日（日）

第3回11月19日（土）　　20日（日）

（1日目の昼食・飲み物及び着替え、タオル・雨具は準備してください）

1日目10時JR奥多摩駅集合（送迎バス有）13時～16時　除伐・間伐作業

2日目　9時～14時　除伐・間伐作業　お箸づくり

14時半～小菅の湯で入浴

16時半JR奥多摩駅解散

7，000円（保険加入・宿泊・食事その他含む）

NPO法人多摩源流こすげ　　℡0428－87－7055

この事業は国土緑化推進機構の助成を受けて実施しています。

全国森林作業道研究会の実施要項（案）
平成23年3月20日

全国源流の郷協議会

会長　隆夫　英昭

全国森林作業道研究会の実施要項

■日　　時　9月12日（月）～13日（火）

■場　　所　長野県根羽村役場（開会12日　午後1時）

（宿泊代12，000円1泊4食込み）

■事業内容：「根羽村の森作りに学び、流域連携による森林資源の活用」
～「森林保全型路網（仮称）の開設・普及にむけて」～

講　演「森林・林業を巡る現状と課題」

「根羽村の森づくりと森林資源の利用」

「森林保全型路網の開設・普及に向けて」

先進事例の紹介　　根羽村森林組合・愛知県・山梨県　他

『参加予定者講師

長野県根羽村長　長野県根羽村

酒井秀夫教授　　東京大学大学院農学生命科学研究科森林利用学研究室

竹内典也先生　　京都大学名誉教授

宮林茂幸教授　　東京農業大学森林政策学研究室

同橋清元会長　　奈良県吉野郡川上村　清光林業

竹内清晴先生　　明治用水土地改良区

榎本真一先生　　壊れない道づくり研究会幹事

■連絡先　長野県根羽村振興課　　℡0265－49－2111

この事業は国土緑化推進機構の助成を受けて実施しています。 第2回全国森林作業道研究会



［一身医…源読トしイ止ラン大全頗
多摩川源流に位置する小菅村は、人口800名の小さ

な村です。私達トライアスロンクラブは、2年前から小

菅村の村興しイベントとして、多摩川源流トレイルラン

を始めました。取り組んでみて驚いたことは、豊かな森

と清らかな水に溢れた小菅村の原風景の素晴らしさで

した。トレイルランコースとしては、最高のロケーション

でした。初回の参カロ者は80名でしたが、昨年は300名

を超えました。今回は、600名の参加を予定していま

す。是非、多くの皆さんの参カロをお待ちしています。

ヰ 第3匝l多摩川源流トレイルラン実施要項（案）

〔1〕開催日時　　2011年9月18日（日）　受付8時　スタート10時

〔2〕開催場所　　　山梨県小菅村　スタート＆コール　　小菅の湯

〔3〕参　加　費　　6，000円（参カロ賞　超軽量トレラン用Tシャツ予定）

〔4〕参加資格　　・男女16歳以上　・山で挨拶が出来る人

・過去に計測チップの未返却のない人

【5〕携帯品（義務）・水1リットル以上・トレラン用シューズ・手袋・健康保険証

・携帯電話（推奨）

〔6〕開催コース（距離30km　高低差約650m　制限時間4時間半）

諸悪　　チェッ警禁イント
松姫峠

チェックポイント

鶴寝山

〔7〕主　　　催　　多摩川源流トレイルラン大会実行委員会

（実行委員長　広瀬和章小菅村観光協会長）

〔8）後　　　援　　　小菅村、西東京市役所トレランクラブ

〔9〕申込・問合せ先　KFC　トライアスロンクラブhttp：〟www．kfctriathEon．jp／

〔10〕事　務　局　　小菅村観光協会（℡0428－87－0741）


